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那間小学校 校長 髙山 謙一  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の行事予定 

7 日(水)水泳学習前健康相談（～9 日） 

9 日(金)租税教室(６年) 

10 日(土)引き渡し訓練・第一回保健委員会 

15 日(木)～16 日(金)３小学校体験学習 

20 日(火)町教委学校訪問，ユンヌフトｳバの日 

2７日(火)３小学校修学旅行（～29 日） 

30 日(金)一日遠足（1～4 年）６年休養措置日 

  ６月の行事予定 

３日(火)～17 日(火)遠泳練習 

15 日(日)与論島クリーン大作戦 

16 日(月)小中連携研修会（与論小） 

17 日(木)ユンヌフトｳバの日，ユンヌフトｳバ学習 

19 日(木)遠泳大会（船倉海岸）4・5・6 年生  

20 日(金)遠泳大会予備日 ※19・20 お弁当の日 

24 日・25 日歯と口の健康教室 

 

島だちの教育の充実を 

令和７年度が始まりひと月ほどたちます。子供たちは学校生活にもしだいに慣 

れて毎日を元気に活動する姿が多く見られるようになりました。昨年も多くの場 

面で「島だちの教育」について話を聞くことがあり、また議論を重ねることもありました。 

一言で言うと，「人間として自立する」ということなのかもしれませんが，“言うは易く行

うは難し”です。どうあることが“自立”なのか，答えは様々に見つけることが出来ます。 

小中学校で義務教育９年間，中高連携型の教育で６年間，中学校３年間は重なっています。

小学校の役割は，自立するために重要な【知】【徳】【体】の基礎の力をバランスよくつける

ことだと考えています。その原体験は五感を通して学ぶことではないかと考えます。  

こ小連携でも幼児期の愛着形成の時期の重要性はもちろん，適時性の教育もこれまでの科

学的な検証から分かってきたこともあります。その学びの中で子供が培う自立の力は，その

主人公である子供自身しか獲得することはできません。 

この小学校時期は，様々な失敗を何度も繰り返し，そのたびに何度もチャレンジすること

の出来る時期です。学習の場には，そのチャンスがたくさんあります。授業は，年間およそ

１０００時間もあるのです。さらに，家庭や地域も含めた学びの時期は，どんな学びも無駄

にはなりません。全てが自立に向かって支えられた学びと捉えることができます。 

子供たちの声や話，表情，表現，目線やしぐさなどあらゆるサインをキャッチして，目指

す子供の姿「ましきな」を目指し，「島だちの教育」を応援してくださるとありがたいです。 

 

 


